複数文化圏経験による相互文化的コミュニケーション能力向上の記述分析 : 海外在住経験を持つ日本人サッカー選手へのインタビュー調査から by 北村 雅則 & 石川 美紀子




A Descriptive Analysis about Improving Intercultural Communicative 
Competence Through Experience in Several Different Cultures: Interviews of 
Japanese Soccer Players Who Have Lived in Foreign Countries
北村雅則・石川美紀子























































インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 19歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 19歳 X国 現地
3回目 20X2年 11月 20歳 X国 現地
4回目 20X3年 5月 20歳 Y国 現地
5回目 20X3年 12月 21歳 Z国 日本
6回目 20X4年 9月 21歳 Z国 現地
3.1.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，19 歳）
　Aは高校卒業と同時に X国へ渡りプロサッカー選手としてのキャリアをスタートさせた。初回の
インタビューは海外滞在歴約 1年，X国の 2部リーグに所属していた時のものである。同じチーム















3.1.2　2 回目インタビュー（20X2 年 5 月，19 歳）






































3.1.3　3 回目インタビュー（20X2 年 11 月，20 歳）
　前回のインタビューから半年後，Aはさらに同じ X国 2部リーグ内で移籍した。この半年間試合
にはほぼ出ていたが，チームはリーグ最下位で非常に状況が悪く，チーム内での人間関係もうまく






































3.1.4　4 回目インタビュー（20X3 年 5 月，20 歳）




























































































































































































インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 23歳 X国 現地
2回目 20X3年 4月 24歳 日本 日本

























































































































































インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 26歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 26歳 X国 現地
3回目 20X3年 1月 27歳 X国 日本
4回目 20X4年 2月 28歳 X国 日本
3.3.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，26 歳）
　Cの初回インタビュー時までの経歴を簡単に記しておく。大学卒業後，約 1年の日本での準備期
間を経て，まずヨーロッパのサッカー中堅国（ここでは W 国とする）の 8 部リーグに半年所属，






































































































































































































































































































的に 1 年で 2 部に降格することになり C 自身も満足できる結果は出せなかった（C―4―2）。再び 2
部リーグでモチベーションの低下は否めず，契約を解除して日本に帰国するという決断をする（C
―4―5）。海外生活 5 年間，「相互文化的仲介者」として成長した C は，今後もその「生き様」を周
囲に見せてくれるだろう（C―4―6）。
3.4　ケース 4：D選手
インタビュー 時期 年齢 滞在場所 インタビュー場所
初回 20X1年 11月 22歳 X国 現地
2回目 20X2年 5月 22歳 X国 現地
3回目 20X2年 12月 23歳 X国 日本
4回目 20X3年 12月 24歳 X国 日本
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3.4.1　初回インタビュー（20X1 年 11 月，22 歳）
　大学を 1年で中退し，ヨーロッパのサッカー強豪国（ここでは Q国とする）で 2年プレーして
いたというユニークな経歴を持つ Dは，「X国の 1部リーグで活躍し国際試合に出ることでステッ
プアップして Q国の上位カテゴリーに戻る」という明確な目標を持って X国へやって来た。初回




































































































3.4.3　3 回目インタビュー（20X2 年 12 月，23 歳）
　前回のインタビューの後，Dが所属していたチームは残念ながらリーグ優勝を逃し，目標として




















































































　サッカー強豪国 Qで 2年プレーしていた経歴を持つ Dは，Q国と X国を比較して（D―1―2, D―1
―3），複数文化圏に触れてきたことによる相互文化的な観点から，ここでステップアップするため
に何が必要かを考えている（D―1―4）。Q国ではたとえサッカー能力が高くても現地語が話せない
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